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(6) 開先のルート間隔が変化する突合せ溶接において， ピード幅， ピード高さに及ぼす溶接条件因子の
-506-
影響を解析し， CCDカメラを用いた画像処理によるルート間隔の実時間情報を用いて，溶込み深さ，
ビード高さを一定に保つ制御系を開発している。
(7) 高速回転アーク溶接法とその制御システムを厚板の狭開先溶接をはじめ，隅肉溶接にも適用し，多
電極化，タンデム化によって溶接工程の無人化・高能率化と高品質化が達成できることを多くの事例
について検証しているO
以上のように，本論文はアーク溶接の自動化について多くの有益な知見を提供するもので，溶接工学・
生産加工技術の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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